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防
災

特
集
早
め
の
避
難
を

～
大
雨
、
台
風
に
よ
る
災
害
か
ら

命
を
守
る
た
め
に
～

　

平
成
30
年
７
月
に
発
生
し
た
西
日
本

豪
雨
災
害
で
は
広
島
・
岡
山
県
を
始
め
、

県
内
で
も
多
く
の
自
治
体
で
甚
大
な
被

害
が
発
生
し
、
多
く
の
尊
い
命
が
失
わ

れ
た
ほ
か
、
住
宅
浸
水
等
の
被
害
に
見

舞
わ
れ
ま
し
た
。
幸
い
、
大
山
町
に
被

害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
れ
か

ら
台
風
が
発
生
す
る
時
期
を
迎
え
、
大

山
町
で
も
同
様
の
災
害
に
見
舞
わ
れ
る

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め

に
、
普
段
か
ら
家
庭
や
集
落
等
で
心
が

け
て
お
き
た
い
こ
と
や
準
備
し
て
お
く

こ
と
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
、
災
害
へ
の
備
え
に
お
役
立
て
く
だ

さ
い
。

平
成
30
年
7
月　

西
日
本
豪
雨
災
害
に

よ
る
浸
水
被
害
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◆
ど
こ
に
避
難

し
た
ら
い
い
の
？

　

災
害
が
起
き
た
時
の
避
難
場
所
を

知
っ
て
い
ま
す
か
。
平
時
か
ら
、
避
難

場
所
や
避
難
場
所
ま
で
の
経
路
に
危
険

な
場
所
が
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
家
に
い
る
と
き
、
職
場
や
学

校
に
い
る
と
き
に
被
災
し
た
場
合
の
避

難
場
所
も
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

【
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
便
利
で
す
】

　

町
で
は
、
災
害
が
発
生
し
た
と
き
の
避

難
場
所
や
日
ご
ろ
の
備
え
に
役
立
つ
よ

う
「
防
災
ガ
イ
ド
＆
マ
ッ
プ
」「
津
波
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
、
各
戸
に
配

布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

◆
災
害
の
情
報
収
集
に

備
え
よ
う

　

自
分
の
命
を
守
る
た
め
に
は
、
い
ち
早

く
最
新
の
状
況
や
避
難
情
報
を
知
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

◦
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

◦
大
山
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

◦
防
災
行
政
無
線

非常持ち出し品・備蓄品を備えよう
　災害が起こったら、水道や電気・ガスといっ
たライフラインが使えなくなったり、食料や薬
などが簡単に手に入らなくなったりします。
　被災したら何が必要か、乳幼児、妊婦、高齢
者、ペットなど家族構成によって備えるものは
さまざまです。想像して優先順位をつけて準備
しましょう。

チェックリスト
非常持ち出し品（例）
□飲料水・非常食　□預金通帳・印鑑・現金
□救急セット　□ヘルメット　□軍手
□懐中電灯　□衣類・タオル
□携帯ラジオ・予備電池　□マッチ・ろうそく
非常備蓄品（例）
□飲料水（1 人あたり３リットル× 3 日分）
□ご飯（アルファ米）
□缶詰・レトルト品・チョコレートなど
□下着・衣類
□携帯トイレ
□トイレットペーパー

【
そ
の
他
に
も
】

◦
鳥
取
県
の
防
災
情
報
「
安
心
ト
リ
ピ
ー

メ
ー
ル
」

◦Y
ahoo! 

防
災
速
報
な
ど

◆
外
に
出
る
の
が
危
険
な
ら
、

『
垂
直
避
難
』を

　

雷
を
と
も
な
っ
た
猛
烈
な
雨
が
降
っ
て

い
る
場
合
や
、
す
で
に
道
路
の
浸
水
が

始
ま
っ
て
い
る
場
合
は
、
特
に
夜
間
で
は

外
に
出
て
避
難
所
へ
移
動
す
る
こ
と
が
か

え
っ
て
危
険
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の

場
合
は
、
家
の
2
階
以
上
に
避
難
を
お
願

い
し
ま
す
。
土
砂
災
害
危
険
地
域
で
は
、

山
の
斜
面
か
ら
離
れ
た
2
階
の
部
屋
に
移

動
す
る
こ
と
で
、
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

早
め
に
避
難
所
へ
の
避
難
が
原
則
で
す

が
、
そ
れ
が
難
し
い
場
合
に
は
、「
垂
直
避

難
」
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
１

ぜ
ひ
、
登
録
を
！

「
非
常
持
ち
出
し
品
」
は
防
災
バ
ッ
グ

な
ど
に
ま
と
め
て
お
い
て
、
避
難
す

る
と
き
に
さ
っ
と
持
ち
出
す
も
の
。

「
非
常
備
蓄
品
」
は
後
か
ら
使
う
た
め

に
家
に
備
蓄
し
て
お
く
も
の
。
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みんなでやらいや！協働のまちづくり

みんなでやらいや！
協働のまちづくり

『
ま
ち
づ
く
り
大
山
』

よ
り
楽
し
く
、安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

　

地
域
自
主
組
織
「
ま
ち
づ
く
り
大
山
」

は
大
山
小
学
校
区
の
住
民
で
組
織
さ
れ
、

大
山
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
拠
点
を

構
え
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
設
立
か
ら
４

年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

主
な
活
動
と
し
て
、
昨
年
、
日
本
海
新

聞
の
ふ
る
さ
と
大
賞
を
い
た
だ
く
き
っ
か

け
に
な
っ
た
住
民
の
共
助
で
の
生
活
支
援

「
お
た
す
け
隊
」
を
は
じ
め
、
高
齢
者
向
け

健
康
塾
、
大
山
古
道
（
坊
領
道
）
や
孝
霊

山
の
登
山
道
整
備
と
、
そ
れ
を
活
用
し
た

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
登
山
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

企
画
・
運
営
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め

の
防
災
訓
練
、
仁
王
堂
公
園
の
維
持
管
理

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
運
営
委
員
の
発
案
で
、
子
ど
も
た

ち
が
自
然
に
触
れ
る
機
会
を
増
や
そ
う
と
、

坊
領
川
の
整
備
を
大
山
地
区
の
皆
さ
ん
の

協
力
で
行
い
ま
し
た
。
坊
領
川
は
、
と
て
も

い
い
遊
び
場
に
変
わ
り
、
大
山
保
育
所
園
児

の
外
遊
び
や
大
山
小
学
校
低
学
年
の
生
活

科
の
授
業
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

他
に
も
鳥
取
大
学
医
学
部
・
地
域
医
療

学
講
座
と
連
携
し
、
集
落
へ
の
出
張
健
康

講
座
を
計
画
す
る
な
ど
、
地
域
に
根
差
し

た
活
動
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
財
団
や
鳥
取
県
の
協
力
で
、

住
民
の
共
助
に
よ
る
高
校
生
の
通
学
支
援

や
、
家
で
も
学
校
で
も
な
い
、
新
た
な
子

ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

地
区
に
住
む
皆
さ
ん
の
ご
協
力
あ
っ
て

の
ま
ち
づ
く
り
活
動
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
健
康
塾
】
コ
ー
カ
ラ
健
康
塾

	

毎
週
金
曜
日　

10
時
～

＊
初
回
体
験
無
料

◆
問
い
合
わ
せ
先

ま
ち
づ
く
り
大
山　

事
務
局

☎
０
８
５
９
‐
57
‐
４
６
７
２

今月は「まちづくり大山」と
「かくわの郷庄内」です。

まちづくり大山が整備した坊領川で児童が川遊び（7月）

▲みんなで楽しく元気・生きがい・健康づくり
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みんなでやらいや！協働のまちづくり

『
か
く
わ
の
郷
庄
内
』

集
い
つ
な
が
る
　
我
が
ま
ち
庄
内

　

地
域
自
主
組
織「
か
く
わ
の
郷
庄
内
」（
古

御
堂
）
は
「
ま
ち
づ
く
り
庄
内
地
区
会
議
」

の
活
動
を
経
て
平
成
26
年
11
月
に
設
立
し

ま
し
た
。

　

当
初
よ
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な

る
テ
ー
マ
設
定
に
こ
だ
わ
り
、「
集
い　

つ

な
が
る　

我
が
ま
ち
庄
内
」
～
秀
峰
大
山

と
日
本
海
か
ら
学
び
、
勇
気
あ
ふ
れ
る
、

強
い
絆
の
ま
ち
づ
く
り
～
（
旧
庄
内
小
学

校
の
校
歌
の
歌
詞
か
ら
）
を
決
め
、
ま
ち

づ
く
り
計
画
書
に
沿
っ
て
事
業
を
進
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
広
報
紙
と
し
て
「
広
報

か
く
わ
」
を
発
行
し
て
き
ま
し
た
。

　
「
か
く
わ
」
と
は
天
地
・
陰
陽
・
和
・
等

の
精
神
を
伝
統
的
に
伝
え
て
き
た
由
緒
あ

る
紋
章
・
文
言
で
す
。
拠
点
は
旧
庄
内
小

学
校
で
、
南
校
舎
の
理
科
室
を
改
装
し
、

そ
こ
に
事
務
局
を
置
い
て
い
ま
す
。
総
務

部
と
イ
ベ
ン
ト
・
環
境
・
交
流
の
３
事
業

部
制
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

代
表
的
な
事
業
は
、
唯
一
地
区
住
民
が

集
う
運
動
会
。
こ
れ
を
さ
ら
に
、
発
展
・

継
続
さ
せ
よ
う
と
「
ふ
れ
あ
い
健
康
ま
つ

り
」
と
改
称
し
事
業
を
拡
張
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、そ
れ
に
合
わ
せ
て
、ゆ
る
キ
ャ
ラ
（
ふ

じ
で
ら
ら
）
も
作
製
し
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
芝
生
化
を
実

現
し
、
約
５
０
０
名
が
参
加
す
る
ま
で
に

成
長
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
こ
の
芝
生
を
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
や
軽
ス
ポ
ー
ツ
、
子
ど
も
た
ち
の
遊

び
場
と
し
て
活
用
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
か
く
わ
の
郷
庄
内
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

今
年
度
事
業

【
喫
茶
か
く
わ
】

	

月
１
回
水
曜
日

	

２
０
０
円
で
パ
ン
・
飲
み
物
の

提
供

【
講
習
会
】

	

料
理
講
習
な
ど
年
４
回

【
グ
ラ
ウ
ン
ド
清
掃
】
年
２
回
実
施

	

１
回
目
：
６
月
17
日

	

２
回
目
：
９
月
16
日
予
定

【
１
３
０
０
年
祭
協
賛
ウ
ォ
ー
ク
】

	

５
月
24
日
実
施

【
防
災
訓
練
】

	

６
月
17
日
実
施

【
壮
年
会
】

	

６
月
24
日
実
施

【
盆
踊
り
練
習
会
】
3
回

	

６
月
17
日
・
７
月
22
日

	

９
月
16
日

	

ふ
れ
あ
い
健
康
ま
つ
り
で
披
露

【
海
岸
一
斉
清
掃
】

	

７
月
29
日
（
大
雀
海
岸
の
ゴ
ミ

拾
い
）

【
ふ
れ
あ
い
健
康
ま
つ
り
】

	

９
月
30
日

【
庄
内
地
区
ク
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク
】

	

平
成
31
年
３
月
に
実
施
予
定

▲子どもたちを見守る「ふじでらら」（中央）

▲「喫茶かくわ」でおやつタイム

◆問い合わせ先
かくわの郷庄内　メールアドレス

kakuwa-shonai ＠ sea.chukai.ne.jp
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シ
リ
ー
ズ
②
　
学
力
向
上
へ
の
道

わ
が
校
の
学
力
向
上
の

取
り
組
み

中山小学校

　

中
山
小
学
校
で
は
、
学
力
向
上
の
た
め
、

次
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

算
数
科
を
中
心
と
し
た授業

づ
く
り

　

本
年
度
は
、
算
数
科
を
中
心
と
し
て
、

児
童
が
進
ん
で
取
り
組
み
、
わ
か
る
、
で

き
る
授
業
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

算
数
の
時
間
は
、
ま
ず
、
児
童
に
授
業

一
時
間
の
目
標
を
は
っ
き
り
持
た
せ
、
こ

の
時
間
に
何
を
学
ぶ
の
か
意
識
し
て
学
習

に
取
り
組
ま
せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

問
題
に
対
し
て
、
自
分
の
考
え
を
、
言
葉

や
絵
・
図
、
式
な
ど
を
使
っ
て
ノ
ー
ト
に

書
い
て
考
え
ま
す
。
そ
し
て
、
自
分
の
考

え
と
友
達
の
考
え
を
比
べ
な
が
ら
、
よ
り

よ
い
考
え
を
見
つ
け
て
い
き
ま
す
。
学
習

の
終
わ
り
に

は
、
練
習
問
題

を
解
い
て
、
一

時
間
の
学
習
で

何
が
わ
か
り
、

で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
の
か
振

り
返
る
場
を
設

け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
一
人
一
人
に
応
じ
た
指
導

も
必
要
に
な
る
た
め
、
本
校
で
は
、
算
数

の
時
間
は
全
学
級
で
児
童
の
発
達
段
階
や

学
習
の
実
態
等
に
配
慮
し
な
が
ら
、
単
元

に
応
じ
て
、
一
斉
指
導
や
複
数
の
教
師
に

よ
る
指
導
、
少
人
数
指
導
な
ど
の
指
導
体

制
も
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
黒
板
の
書
き
方
の
工
夫

や
ノ
ー
ト
の
使
い
方
の
指
導
、
算
数
で
学

習
し
た
大
切
な
こ
と
を
教
室
掲
示
す
る
な

ど
、
児
童
の
算
数
の
力
が
伸
び
る
よ
う
に

様
々
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

　

算
数
科
で
つ
け
た
、
自
分
で
進
ん
で
考

え
た
り
、
友
達
と
協
力
し
て
問
題
を
解
決

し
た
り
す
る
力
を
、
他
の
教
科
で
も
生
か

し
、
意
欲
を
持
っ
て
学
習
に
取
り
組
む
こ

と
で
学
力
が
向
上
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

学
力
向
上
に
つ
な
が
る
家
庭
学
習

　

計
算
力
や
漢
字
の
書
字
力
な
ど
基
礎
的

な
力
が
身
に
付
く
よ
う
、
月
例
テ
ス
ト
を

行
っ
て
い
ま
す
。
児
童
に
問
題
を
前
も
っ

て
知
ら
せ
、
学
校
だ
け
で
な
く
、
家
庭
学

習
で
も
し
っ
か
り
練
習
す
る
と
合
格
で
き

る
よ
う
な
意
欲
を
高
め
る
工
夫
も
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
家
庭
学
習
に
し
っ
か
り
取
り
組

ん
で
い
る
ノ
ー
ト
を
参
観
日
に
併
せ
て
展

示
す
る
「
自
学
ノ
ー
ト
展
」
も
行
っ
て
い

ま
す
。
友
達
の
ノ
ー
ト
を
見
て
家
庭
学
習

の
参
考
に
す
る
児
童
も
い
ま
す
。

　

家
庭
学
習
を
す
る
こ
と
は
、
基
礎
的
な

力
や
、
学
習
習
慣
が
身
に
付
き
、
学
力
向

上
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

読
書
活
動
の
充
実

　

朝
の
活
動
は
、
学
校
図
書
館
で
借
り
た

本
で
読
書
を
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
教

室
に
は
、
国
語
や
社
会
な
ど
の
学
習
に
関

す
る
本
や
町
の
図
書
館
、
県
立
図
書
館
か

ら
借
り
た
本
も
多
く
並
ん
で
い
ま
す
。
多

様
な
本
を
す
ぐ
に
手
に
取
り
、
本
に
親
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
読
書
活
動
は
学
力

向
上
の
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。

家
庭
・
地
域
の
方
の
協
力

　

総
合
的
な
学
習
の
時
間
や
社
会
・
図
工
・

書
写
な
ど
の
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
、
読

み
聞
か
せ
や
音
読
会
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、

ス
キ
ー
教
室
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
様
々
な
地
域
の
方
に
来
校
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
児
童
の
体
験
や
活
動

の
充
実
に
つ
な
が
る
と
と
も
に
、
豊
か
な

心
が
育
つ
取
り
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
我
が
校
で
は
、「
規
則
正
し
い
落

ち
着
い
た
生
活
が
、
学
習
に
向
か
う
姿
勢

を
作
る
」
と
考
え
て
い
る
の
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

が
中
心
と
な
っ
て
「
生
活
が
ん
ば
り
週
間
」

を
設
け
、
家
庭
で
も
き
ま
り
正
し
い
生
活

が
で
き
る
よ
う
、
学
校
と
一
緒
に
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

中
山
小
学
校
で
は
、
学
校
教
育
目
標
「
確

か
な
学
力
と
豊
か
な
心
を
持
ち
、
心
身
と

も
に
健
康
な
子
ど
も
の
育
成
」
の
も
と
、

こ
こ
に
紹
介
し
た
も
の
だ
け
で
な
く
、
様
々

な
教
育
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
学
校
、

保
護
者
、
地
域
が
協
力
し
合
い
、
児
童
の

学
力
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。
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総合文化祭への出展作品
出演者を募集します

10 月 27 日（土）・28 日（日）に名和農業者トレーニングセンターで行われます。
伯耆国「大山開山 1300 年祭」第 11 回大山町総合文化祭への参加者を募集します。

展示作品
作　品	 絵画・書道・写真・詩歌・手工芸・菊花・盆栽・生花・山野草など

作品数	 １分野につき１人１作品

	 応募多数の場合は、調整することがありますのでご了承ください。

内　容	 ①大山部門…「大山」に関する作品

	 ②一般部門…①に属さない作品

	 ※①大山部門はコンテスト形式といたします。

ステージ出演
内　容	 グループ・サークル活動や集落・自治会の同好会などの活動成果をご披露ください。

発表時間	 15分まで（入退場を含む）

募集数	 15団体（応募多数の場合は抽選）

【ステージの仕様など】
会　　　　場	 名和農業者トレーニングセンターアリーナ内特設ステージ（間口10.8 ｍ×奥行き5.4ｍ）

音　　　　響	 基本的な機材は事務局で準備します。

舞台スタッフ	 総合司会は事務局で対応します。

その他詳細な要項については、町内各公民館に備え付けの募集要項をご覧ください。

留意事項	 主催者は、展示作品の搬入・搬出及び展示中に発生した事故や、出演に関して発生した事故につ

いての損害負担・補償等の責は負いません。

経　　費	 出展・出演に必要な経費（交通費・機材運搬費・衣装代など）は出演・出展者の負担となります。

申込資格	 大山町内に居住または勤務しておられる方、大山町内の団体・事業所等

申込方法	 町内各公民館に備え付けの申込用紙により、お申込みください。

	 ※申込用紙は、大山町ホームページからダウンロードすることができます。

申 込 先	 町内各公民館

問い合わせ先　　　　展示作品に関すること：名和公民館（電話0859-54-2688）

　　　　　　　　　　ステージ出演に関すること：中山公民館（電話0858-58-2334）

募集
内容

申込期限／９月 11 日（火）
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自
然
パ
ワ
ー
で
み
ん
な
輝
け
！

～
坊
領
川
遊
び
～　
　
　
　

大
山
保
育
所

　

大
山
保
育
所
で
は
、
身
近
な
自
然
で
遊

ぶ
体
験
を
通
し
て
強
く
し
な
や
か
な
身
体

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

７
月
初
旬
に
「
ま
ち
づ
く
り
大
山
」
の
協

力
で
、
坊
領
川
の
整
備
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
保
育
所
か
ら
歩
い
て
５
分
以
内
に
あ

る
川
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
庭
の
よ
う

な
も
の
で
す
。
ま
ず
は
、
年
長
児
が
小
学
生

と
一
緒
に
川
遊
び
を
し
ま
し
た
。

　

大
山
の
森
が
作
り
出
し
た
き
れ
い
な
水

に
梅
花
藻
の
可
憐
な
花
が
咲
い
て
い
ま
す
。

上
流
に
近
い
場
所
な
の
で
足
を
つ
け
た
瞬

間
「
き
ゃ
あ
冷
た
い
！
」「
足
が
し
び
れ
る
」

と
声
を
あ
げ
て
い
た
子
ど
も
た
ち
も
、
冷

た
さ
に
慣
れ
腰
ま
で
浸
か
っ
た
り
、
川
の

生
き
物
を
発
見
し
た
り
し
て
遊
び
を
満
喫

し
ま
し
た
。

　

翌
日
は
年
中
組
、
そ
の
次
の
日
に
は
年

少
組
も
加
わ
っ
て
連
日
、
川
遊
び
を
し
ま

し
た
。
川
は
少
し
深
い
と
こ
ろ
や
流
れ
の

速
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
簡
単
に
は
上
流
に

た
ど
り
着
き
ま
せ
ん
。
経
験
を
積
ん
だ
年

上
の
子
ど
も
は
「
手
を
つ
な
い
で
あ
げ
る

か
ら
こ
わ
く
な
い
よ
」
と
年
下
の
子
ど
も

へ
手
を
差
し
伸
べ
る
姿
が
見
ら
れ
、
異
年

齢
の
か
か
わ
り
も
ス
ム
ー
ズ
で
す
。
遊
び

に
行
く
た
び
に
、
新
た
な
発
見
に
喜
び
を

感
じ
た
り
、
次
は
こ
う
し
た
い
と
い
う
期

待
に
つ
な
が
っ
た
り
す
る
な
ど
、
た
く
さ

ん
の
こ
と
を
自
然
が
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　

自
然
の
中
で
遊
ぶ
と
い
う
こ
と
は
、
危

険
も
必
ず
と
も
な
い
ま
す
。
危
険
だ
か
ら

こ
そ
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
し
て
、
子

ど
も
た
ち
の
自
ら
命
を
守
る
力
に
、
そ
し

て
生
き
る
力
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
す
。
大
人
が
安
全
管
理

を
十
分
に
行
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
身
近

な
自
然
に
親
し
み
な
が
ら
学
び
、
心
身
と

も
に
成
長
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
体
験
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

第
４
回
大
山
学
講
座

「
地
蔵
を
巡
り
歴
史
に
触
れ
る

尾
高
道
と
大
山
寺
編
」

　

大
山
参
り
の
た
め
の
古
道
で
あ
る
尾
高

道
と
大
山
寺
周
辺
の
地
蔵
を
巡
り
ま
す
。

＊
徒
歩
（
約
３
時
間
）、
雨
天
決
行

◆
日
時　

10
月
３
日
（
水
）

【
集
合
】
中
山
公
民
館
９
時
▼
名
和
公
民

館
9
時
15
分
▼
大
山
公
民
館
9
時
30
分

【
解
散
】
大
山
公
民
館
15
時
30
分
▼
名
和

公
民
館
15
時
45
分
、
中
山
公
民
館
16
時

◆
講
師　

金
田
千
義
さ
ん
（
名
和
公
民
館

サ
ー
ク
ル
名
和
歴
史
研
究
会
）

阿
部　

誠
さ
ん
（
大
山
町
ガ
イ
ド
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
会
）

◆
内
容　

各
公
民
館
か
ら
尾
高
城
跡
ま
で

バ
ス
で
移
動
し
、
午
前
中
は
講
師
の
解

説
を
聞
き
な
が
ら
、
大
山
寺
ま
で
尾
高

道
の
地
蔵
な
ど
を
巡
り
ま
す
。
昼
食
の

後
、
午
後
は
大
山
寺
周
辺
の
地
蔵
な
ど

を
巡
り
、
バ
ス
で
大
山
寺
か
ら
各
公
民

館
へ
帰
り
ま
す
。

◆
参
加
費　

１
，３
０
０
円

（
昼
食
代
・
大
山
宝
牛
ス
テ
ー
キ
丼
）

◆
申
込
締
切　

９
月
26
日
（
水
）

◆
定
員　

24
人　

大
山
学
講
座

　

「
大
山
町
の
魅
力
」
を

見
つ
め
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

◆
そ
の
他

①
歩
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

カ
ッ
パ
等
雨
具
の
準
備
も
お
願
い
し
ま
す
。

②
水
筒
な
ど
各
自
で
、
水
分
補
給
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

③
９
月
上
旬
よ
り
各
公
民
館
へ
募
集
チ
ラ

シ
を
配
布
し
ま
す
。

◆
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

中
山
公
民
館☎

０
８
５
８
‐
58
‐
２
３
３
４

▲滝まで、あと少しだよ！気をつけて進もうね
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成
人
式
実
行
委
員
を

募
集
し
ま
す

　

平
成
31
年
1
月
に
成
人
式
を
迎
え
る
皆

さ
ん
、
式
典
を
自
分
た
ち
の
手
で
運
営
し

て
み
ま
せ
ん
か
？　

思
い
出
に
残
る
成
人

式
を
一
緒
に
つ
く
り
ま
し
ょ
う
！　

成
人

式
を
忘
れ
が
た
い
も
の
に
し
た
い
方
、
ご

参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

実
行
委
員
に
は
、
記
念
写
真
の
際
に
前

列
中
央
に
座
る
特
典
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
社
会
教
育
課
へ
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

成
人
式　

平
成
31
年
１
月
３
日
（
木
）

　
　
　
　

13
時
30
分
開
式

会　

場　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
わ

◆
問
い
合
せ
先

社
会
教
育
課
生
涯
学
習
室

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
１
２

自
立
へ
の
一
助
に
！

中
山
公
民
館
通
学
合
宿

　

７
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
１
週
間
、

中
山
小
学
校
の
４
～
６
年
生
19
人
が
、
中

山
公
民
館
で
通
学
合
宿
を
行
い
ま
し
た
。

　

家
庭
を
離
れ
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ん
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
生
活
し
、

学
校
へ
通
う
通
学
合
宿
で
は
、
子
ど
も
た

ち
が
共
同
生
活
を
送
り
な
が
ら
、
炊
事
・

洗
濯
な
ど
の
生
活
体
験
を
し
た
り
、
近
隣

の
お
宅
の
お
風
呂
を
お
借
り
す
る
「
も
ら

い
風
呂
」
を
経
験
し
た
り
し
て
、
自
立
す

る
心
や
助
け
合
う
心
、
感
謝
す
る
心
を
育

む
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
参
加
者
同
士
の
仲
が
よ
く
、

い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
子
ど
も
同
士
で
声
を

掛
け
合
っ
た
り
、
助
け
合
う
姿
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
う
し
て
い
る
う
ち

に
、
自
分
で
で
き
る
こ
と
が
少
し
ず
つ
増

え
、
自
立
し
た
生
活
を
送
る
き
っ
か
け
が

で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
こ
の
通
学
合
宿
で
は
は
じ
め

て
、
社
会
人
と
な
っ
た
通
学
合
宿
Ｏ
Ｂ
が
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て
く
れ
ま

し
た
。
今
後
こ
の
よ
う
な
Ｏ
Ｂ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
増
え
て
く
れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

▲朝食は毎朝、夕食は３回子どもたちが作りました

▲ＯＢのお兄さんが音読を聞いてくれました

川
の
生
き
物
み
ー
つ
け
た
!!

大
山
公
民
館
大
山
分
館

　

８
月
２
日
に
大
山
公
民
館
大
山
分
館
が
、「
わ

く
わ
く
サ
マ
ー
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
・
坊
領
川
で
遊
ぼ
う
」

を
行
い
、
町
内
各
小
学
校
か
ら
合
わ
せ
て
19
名

の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
県
土
整
備
局
の
方
か
ら
「
川
の
役
割
」

に
つ
い
て
、
鷲
見
教
育
長
か
ら
「
坊
領
川
に
住

む
生
き
物
の
話
」
を
聞
い
て
か
ら
、
坊
領
川
に

向
か
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
は
恐
る
お
そ
る
川
に
入
っ
て
い
た
子

ど
も
た
ち
で
し
た
が
、
魚
や
虫
を
追
い
か
け
、
胸

ま
で
水
に
つ
か
り
な
が
ら
歓
声
を
あ
げ
て
い
ま

し
た
。

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
だ
い
せ
ん
８
月
号
６
ペ
ー
ジ
掲
載

「
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
」
の

記
事
に
間
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　

正
し
く
は
開
催
場
所
・
名
和
総
合
運
動

公
園
、
団
体
の
部
の
優
勝
は
赤
坂
チ
ー
ム

で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

＊
社
会
教
育
課　

生
涯
学
習
室
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ま
ち
の
た
か
ら
（
42
）
〜
文
化
財
室
通
信
〜

シ
リ
ー
ズ　

「
日
本
遺
産
」　

第
16
話

　

今
回
は
第
４
章
の
ま
と
め
と
し
て
、
大

山
ま
い
り
に
関
す
る
こ
と
を
紹
介
し
ま
す
。

「
大
山
ま
い
り
」

　

大
山
信
仰
の
拠
点
で
あ
る
大
山
寺
に
参

拝
す
る
こ
と
を
「
大
山
ま
い
り
」
と
言
い

ま
す
。
神
仏
習
合
の
頃
、
大
山
寺
に
ま
つ

ら
れ
て
い
た
本
尊
は
、
地
蔵
菩
薩
を
本
地

と
す
る
大
智
明
権
現
と
呼
ば
れ
た
神
で
し

た
。
そ
の
た
め
、
大
山
寺
の
春
の
例
祭
日

は
地
蔵
の
縁
日
で
あ
る
24
日
に
因
み
、
4

月
24
日
で
し
た
。
こ
の
祭
り
で
は
、
神み

こ
し輿

行
列
（
御み

ゆ
き幸
）
が
行
わ
れ
る
た
め
、
こ
れ

を
見
よ
う
と
近
隣
諸
国
か
ら
人
々
が
大
山

寺
へ
と
集
ま
り
ま
し
た
。
当
初
の
牛
馬
市

は
、
春
祭
り
の
日
に
開
か
れ
て
い
ま
し
た

の
で
、
こ
の
日
に
は
牛
馬
関
係
者
も
集
い

ま
し
た
。

　

一
番
人
が
多
く
集
ま
る
こ
の
日
は
、
鳥

取
藩
で
も
国
境
の
番
所
の
通
行
人
改
め
を

緩
和
す
る
な
ど
、
特
別
な
は
か
ら
い
が
な

さ
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。

大
山
ま
い
り
を
す
る
人
々

　

以
前
に
ご
紹
介
し
た
廻
国
行
者
や
牛
馬

市
に
関
わ
る
博
労
、
山
陽
方
面
の
方
々
の

他
界
信
仰
な
ど
、
大
山
へ
訪
れ
る
人
々
は
、

そ
れ
ぞ
れ
に
目
的
や
思
い
を
持
っ
て
や
っ

て
き
ま
し
た
。

陸
上
競
技
で

大
山
町
大
活
躍
！

　

西
伯
郡
郡
民
体
育
大
会
陸
上
競
技
の
部

が
、
６
月
16
日
に
名
和
総
合
運
動
公
園
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
大
山
中
学
校
３
年
の
井

上
威
吹
さ
ん
が
選
手
宣
誓
を
行
い
、
大
会

へ
の
意
気
込
み
を
述
べ
ま
し
た
。

　

小
学
生
か
ら
一
般
ま
で
多
数
の
選
手
が

参
加
し
た
今
大
会
。
大
山
町
は
一
般
の
部

で
総
合
優
勝
、
中
学
生
の
部
で
も
大
山
中

学
校
が
見
事
総
合
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

小
学
男
子
ボ
ー
ル
投
げ
で
は
舩
越　

爽

さ
ん
（
大
山
西
小
）、
中
学
女
子
４
０
０

Ｍ
リ
レ
ー
で
は
大
山
中
学
校
、
一
般
女
子

８
０
０
Ｍ
（
三
部
）
で
は
西
村
佳
哉
乃
さ

ん
が
そ
れ
ぞ
れ
大
会
新
記
録
を
樹
立
す
る

な
ど
、
本
町
の
選
手
が
多
く
の
種
目
で
上

位
入
賞
し
、
総
合
優
勝
の
原
動
力
と
な
り

ま
し
た
。

▲中学2年男子100Mでは1位から6位までを大山町が独占

▲豪円山山頂の豪円地蔵

豪
円
僧
正
と
養よ
う
さ
ん蚕

　

江
戸
時
代
、
弓
ヶ
浜
半
島
を
中
心
と
し

た
地
域
で
は
、
畑
作
物
と
し
て
綿
栽
培
が

盛
ん
で
し
た
。
綿
の
種
を
ま
く
時
期
が
春

祭
り
の
頃
で
あ
る
た
め
、
農
作
業
の
区
切

り
と
し
て
「
大
山
ま
い
り
」
ま
で
に
種
を

蒔
い
て
し
ま
お
う
と
、
人
々
は
農
作
業
の

励
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

養
蚕
は
、
大
山
寺
中
興
開
祖
と
さ
れ
る

豪
円
僧
正
が
、
蚕
の
種
を
持
ち
帰
っ
て
こ

の
地
域
に
広
め
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
春
祭
り
に
は
養
蚕
農
家
の
人
々

が
豪
円
僧
正
に
感
謝
と
繁
栄
を
願
っ
て
お

参
り
し
ま
し
た
。
昭
和
の
中
頃
ま
で
、
お

参
り
に
来
た
人
が
持
参
し
て
供
え
た
真
綿

に
よ
っ
て
豪
円
地
蔵
が
白
く
な
る
程
だ
っ

た
そ
う
で
す
。

雨あ
ま
ご乞
い
祈
願

　

大
山
の
水
は
霊
験
が
あ
る
と
さ
れ
、
雨

乞
い
で
大
山
へ
参
る
人
も
あ
り
ま
し
た
。

日
照
り
が
続
き
い
よ
い
よ
水
不
足
と
な
る

と
、
村
の
代
表
者
が
酒
の
入
っ
た
樽
を
担

い
で
大
山
に
上
が
っ
て
大
山
寺
で
祈
祷
を

受
け
、
そ
の
後
、
赤
松
の
池
で
樽
酒
を
池

に
注
ぎ
、
か
わ
り
に
池
の
水
を
樽
い
っ
ぱ

い
に
入
れ
て
帰
り
ま
し
た
。
こ
の
樽
を
地

面
に
降
ろ
す
と
そ
の
場
所
に
雨
が
降
る
た

め
、
村
に
帰
る
ま
で
樽
を
交
代
で
担
い
で

帰
っ
た
と
伝
わ
り
ま
す
。

十
三
詣
り
・
二
つ
児
詣
り

　

子
ど
も
が
13
歳
に
な
る
と
、
春
祭
り
の

日
に
大
山
ま
い
り
を
し
た
と
伝
わ
り
ま
す
。

そ
し
て
土
産
と
し
て
、
竹
の
皮
に
包
ん
だ

「
大
山
あ
め
」
を
買
っ
て
帰
り
、
村
人
に

配
り
ま
し
た
。
13
歳
の
年
に
参
詣
す
る
と
、

13
回
参
っ
た
の
と
同
じ
ご
利
益
が
あ
る
と

信
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

地
域
に
よ
っ
て
は
親
が
背
負
っ
て
大
山

寺
に
初
参
り
す
る
「
二
つ
児
詣
り
」
な
ど
、

年
齢
の
位
置
付
け
が
異
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
基
本
的
に
子
ど
も
の
無
病
息
災

と
健
や
か
な
成
長
を
祈
る
行
為
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
人
々
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
理

由
や
想
い
で
大
山
へ
や
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
は
「
大
山
信
仰
」
の
多
面
性
を
現
し

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
社
会
教
育
課　

文
化
財
室
）

きょういく通信
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No.160

図書館が皆さんの地域にまいります
　図書巡回車「てんぐの本屋さん」が毎月１回ずつ以下の地区を回っています。どなたでもご
利用できます。リクエストしていただければ、次回にお渡しすることもできます。初めてご利
用される方、大歓迎です。
※お盆や祝日と重なる場合は、巡回日を変更していますのでお問い合わせください。

図書　　　の紹介
  一般・文学  
★破滅の王 / 上田 早夕里
★宇喜多の楽土 / 木下 昌輝
★万引き家族 / 是枝 裕和
★ファーストラヴ / 島本 理生
★傍流の記者 / 本城 雅人
★ののはな通信 / 三浦 しをん
★元禄お犬姫 / 諸田 玲子
★いずれの日にか国に帰らん / 安野 光雅

  その他  
★大人も楽しい博物館に行こう / 昭文社
★ハッピーシニアの参考書 / 河村 都
★「官僚とマスコミ」は嘘ばかり / 高橋 洋一

★スタンフォードの教授が教える職場のアホと戦わない技術 / ロバート I. サットン
★星空がもっと好きになる / 駒井 仁南子
★血管＆脳が若返る！「水煮缶」簡単レシピ / 石原 新菜
★おなかにいるときからはじめるべびぃケア / 吉田 敦子
★大家さんと僕 / 矢部 太郎

  児童書・絵本  
★ざんねんないきもの事典（正）続　続々 / 今泉 忠明
★昆虫の体重測定 / 吉谷 昭憲
★日本全国鉄道超完全図鑑 / 山崎 友也
★ゆっくりおやすみ、樹の下で / 高橋 源一郎
★このあとどうしちゃおう / ヨシタケ シンスケ
★そうべえときじむなー / たじま ゆきひこ
★おばけのえんそく / 西平 あかね

８日（土）	 おはなし図書館（本館）
	 11：00〜 11：30

16日（日）	 麦の会のおはなし in	 	
	 図書館（本館）
	 11：00〜 11：30

９月の図書館

中 山 地 区 第２金曜日	 陽だまりの家（10：00）→　はまなす（10：15）→　まぶや（10：30）

名 和 地 区
第２火曜日	 ル・ソラリオン（9：30）→　サンライズ名和（10：00）→　シニ

アハウス（10：30）　

第３火曜日	 玉真園（9：30）→　ケアハウスかずき（10：10）→　寺子屋（10：50）

大 山 地 区

第２水曜日	 あけまの森（9：35）→　下槙原清水宅前（10：05）→　中槙原集
会所（10：30）

第２木曜日	 サングレス（12：00）→　片木アルミ（12：20）→　ホクコン（12：40）
→　平田旧公民館（13：05）→　ばんだの里（13：30）

第３水曜日	 香取上（9：30）→　香取下（9：55）

第３木曜日	 赤松公民館（9：30）→　大山寺キャラコ前（10：00）
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人
権
の
つ
ぼ  

158
大
山
町
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー	

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
５
９
‐
５
４
‐
２
２
８
６

大
山
町
茶
畑
１
０
７
７
‐
３	

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
５
９
‐
５
４
‐
２
４
１
３

　
「
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
か
ら
学
ん
だ
こ
と　

若
者
た
ち
の
声
」（
２
）

　

今
回
は
盈え

い
し
ん進
中
学
高
等
学
校
２
０
１
６

年
度
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ
部
部
長
、
高
橋　

和あ
い

さ
ん
の
報
告
の
概
要
で
す
。

　

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ
部
は
、
部
落
解
放

研
究
部
、
障
が
い
者
問
題
研
究
部
、
在
日

韓
国
・
朝
鮮
人
問
題
文
化
研
究
部
が
統
合

し
て
で
き
た
ク
ラ
ブ
で
す
。「
手
と
手
か
ら

～
中
高
生
と
し
て
地
域
や
国
際
社
会
の
平

和
と
人
権
の
環
を
広
げ
る
た
め
に
貢
献
す

る
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
幅
広
い
人
権
に
か

か
わ
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
内
容
は
①
東
日
本
大
震
災
の

支
援
と
被
災
者
交
流
、
②
核
廃
絶
！
ヒ
ロ

シ
マ
・
中
高
生
に
よ
る
署
名
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
、
③
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
か
ら
学
ぶ
（
岡

山
県
の
長
島
愛
生
園
を
中
心
に
23
年
間
の

交
流
学
習
）、
④
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
な

ど
で
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
「
外
務
省
青

少
年
国
連
視
察
団
」
と
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
国
連
本
部
視
察
、
国
連
関
係
者
と
の
懇

談
会
に
も
参
加
し
た
生
徒
も
い
ま
す
。

〈
高
橋　

和
さ
ん
の
報
告
〉

　

私
た
ち
の
盈
進
中
学
高
等
学
校
に
は
、

中
学
生
を
対
象
に
「
に
ん
げ
ん
学
」
と
い

う
授
業
が
あ
る
。
こ
の
授
業
で
「
ハ
ン
セ

ン
病
問
題
か
ら
学
ぶ
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ
部
の
高
校
３
年
生
が

中
学
１
年
生
全
員
に
授
業
を
行
う
。

　

高
校
３
年
生
に
な
っ
た
私
は
、
ク
ラ
ブ

の
同
級
生
た
ち
と
授
業
の
組
み
立
て
を

行
っ
た
。

　

授
業
は
３
時
間
構
成
、
授
業
の
時
間
に

中
学
生
が
感
想
を
書
い
て
く
れ
る
。
そ
の

感
想
を
読
む
と
、
正
し
く
理
解
さ
れ
て
い

な
い
、
正
し
く
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と

に
気
づ
き
落
ち
込
む
こ
と
が
あ
る
。「
ハ
ン

セ
ン
病
に
か
か
っ
た
人
は
、
か
わ
い
そ
う

だ
と
思
っ
た
。」
こ
の
よ
う
な
「
か
わ
い
そ

う
」
と
い
う
他
人
ご
と
の
感
情
や
そ
の
場

限
り
の
同
情
で
終
わ
ら
せ
な
い
た
め
に
、

私
た
ち
は
ど
う
伝
え
る
べ
き
か
頭
を
悩
ま

せ
た
。
間
違
っ
た
知
識
や
誤
解
は
差
別
を

再
生
産
す
る
か
ら
だ
。

　

原
点
に
返
っ
て
金キ

ム　

泰テ

グ九
さ
ん
の
言
葉

を
か
み
し
め
た
。「
正
し
く
知
っ
て
、
正

し
く
行
動
す
る
。
た
だ
知
る
だ
け
で
は
だ

め
だ
。
正
し
く
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

知
っ
て
い
て
正
し
く
行
動
し
な
け
れ
ば
、

自
分
た
ち
の
幸
せ
な
社
会
を
築
く
こ
と
が

出
来
な
い
」。
こ
の
言
葉
を
も
と
に
、
試
行

第
４
回
み
ん
な
の

人
権
セ
ミ
ナ
ー

◆
日
時　

9
月
11
日
（
火
）
19
時
30
分
～

◆
場
所　

大
山
町
役
場
大
山
支
所

◆
講
演

「
災
害
に
も
強
い
地
域
づ
く
り
～
顔
の
見

え
る
関
係
づ
く
り
と
支
え
合
い
活
動
～
」

講
師　

山
下　

弘
彦
さ
ん
（
日
野
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

◆
そ
の
他

	

託
児
・
手
話
通
訳
・
そ
の
他
配
慮
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
人
権
推
進
室
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
介
護
課　

人
権

推
進
室
（
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
内
）

☎　

０
８
５
９
‐
54
‐
２
２
８
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
５
９
‐
54
‐
２
４
１
３

錯
誤
を
重
ね
な
が
ら
授
業
を
始
め
た
。
重

要
な
事
柄
は
、
画
用
紙
に
書
い
て
中
学
１

年
生
全
員
で
読
ん
だ
。

　

そ
し
て
、
授
業
の
最
後
に
は
こ
う
伝
え

た
。「
無
関
心
を
改
め
、
社
会
の
一
員
と
し

て
の
自
覚
を
持
ち
、
い
じ
め
や
差
別
を
見

抜
く
こ
と
。
過
酷
な
偏
見
や
差
別
を
生
き

ぬ
い
て
き
た
人
々
か
ら
生
き
る
意
味
を
学

ぶ
こ
と
」「
か
わ
い
そ
う
と
い
う
他
人
ご
と

の
感
情
や
そ
の
場
限
り
の
同
情
で
終
わ
ら

せ
る
の
で
は
な
く
、
そ
こ
か
ら
自
分
が
社

会
に
ど
う
働
き
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
、

こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
考
え
続
け
よ
う
」。

　

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ
部
の
中
高
生
の
取

り
組
み
に
心
を
打
た
れ
ま
し
た
。「
正
し
く

知
り
正
し
く
行
動
す
る
」。
正
し
く
知
る

た
め
に
は
学
び
が
必
要
で
す
。
大
山
町
で

も
人
権
推
進
大
会
、
み
ん
な
の
人
権
セ
ミ

ナ
ー
、
小
地
域
懇
談
会
な
ど
の
研
修
の
場

を
設
け
て
い
ま
す
。
機
会
を
捉
え
参
加
し
、

「
正
し
く
行
動
す
る
」
こ
と
に
繋
げ
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。

金
　
泰
九
さ
ん

　

１
９
５
２
年
に
26
歳
で
長
島
愛
生
園
に
入
所
。

２
０
１
６
年
11
月
19
日
、
90
歳
で
永
眠
。
ヒ
ュ
ー
マ

ン
ラ
イ
ツ
部
と
交
流
。



13 平成 30 年 9 月

まちの話題

第３回「山の日」
記念全国大会
in鳥取が

開催されました

　
「
山
の
日
」
の
８
月
11
日
に
、「『
山
の
日
』

記
念
全
国
大
会
in
鳥
取
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。「
山
の
日
」
は
「
山
に
親
し
み
、
山
の
恩

恵
に
感
謝
す
る
」
こ
と
を
目
的
に
２
０
１
６

年
に
制
定
さ
れ
、
第
３
回
と
な
る
今
大
会
は
、

大
山
開
山
１
３
０
０
年
の
節
目
の
年
に
鳥
取

県
大
山
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
山
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
た
式
典
で

は
、
自
然
保
護
憲
章
発
祥
の
地
で
あ
る
大
山

か
ら
「
一
木
一
石
運
動
」
の
取
り
組
み
や
、

山
が
も
た
ら
す
恩
恵
を
再
認
識
す
る
と
と
も

に
、
豊
か
な
自
然
を
次
世
代
に
引
継
ぐ
決
意

を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

式
典
会
場
隣
で
は
「
森
の
恵
み
感
謝
祭
」

が
行
わ
れ
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
の
他
、
約

60
の
ブ
ー
ス
が
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。
巣
箱
づ
く
り
な
ど
の
木
工
体
験
や

町
内
団
体
に
よ
る
飲
食
ブ
ー
ス
で
、
家
族
連

れ
な
ど
が
、
大
山
が
生
み
出
す
豊
か
な
自
然

の
恵
み
を
存
分
に
味
わ
い
ま
し
た
。

▶
大
山
か
ら
の
豊
か
な
恵
み
を
届
け
た
い
と
語
る

生
産
者
の
皆
さ
ん

▶
第
４
回
開
催
地
は
山
梨
県
。
大
会
の
シ
ン
ボ
ル

「
山
の
日
帽
」
が
引
き
継
が
れ
ま
し
た

▶
鷲
見
教
育
長
（
左
）
は
大
山
自
然
観
察
会
指
導

員
と
し
て
、
大
山
の
楽
し
さ
を
メ
ッ
セ
ー
ジ
に

込
め
て
伝
え
ま
し
た

▶
鳥
取
県
警
察
音
楽
隊
の
伴
奏
で
名
和
小
児
童
が

元
気
よ
く
「
大
山
賛
歌
」
を
披
露
（
森
の
恵
み

感
謝
祭
）

熊
よ
け
鈴
の
寄
贈

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

登
下
校
や
大
山
周
辺
で
の
校
外
活
動
を

す
る
子
ど
も
た
ち
の
安
心
、
安
全
を
確
保

で
き
る
よ
う
に
と
、（
株
）
モ
ン
ベ
ル
か
ら

熊
よ
け
の
鈴
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
鈴
は
、
2
学
期
に
児
童
・
生
徒
全

員
に
貸
与
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。　

熊
は
も
と
よ
り
、
鈴
の
音
で
周
辺
に
い
る

大
人
に
も
子
ど
も
た
ち
の
存
在
を
知
ら
せ

る
こ
と
が
で
き
、
不
審
者
対
策
に
も
役
立

つ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

贈
呈
式
は
8
月
10
日
に
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ

ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
米
子
で
行
わ
れ
、（
株
）

モ
ン
ベ
ル
辰
野
勇
会
長
（
写
真
・
右
）
か

ら
目
録
が
竹
口
町
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

左から
白ネギ農家・三木さん、豪円湯院・那須さん、酪農家・佐藤さん、漁師・中村さん

平井鳥取県知事から後藤山梨県知事へ（中央）
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まちの話題

大
山
町
ペ
タ
ン
ク
ク
ラ
ブ
全
国
大
会
へ

▶
手
話
を
交
え
合
唱
さ
れ
る
女
性
会
の
み
な
さ
ん

▶
名
和
ジ
ュ
ニ
ア
の
林
原
輝
さ
ん
（
右
）、
法
橋
栄

季
さ
ん
（
左
）

　

第
25
回
鳥
取
県
ペ
タ
ン
ク
選
手
権
大
会

兼
第
33
回
日
本
ペ
タ
ン
ク
選
手
権
大
会
鳥

取
県
予
選
大
会
が
、
7
月
1
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
30
度
以
上
の
猛
暑
の
中
、
女
子

の
部
に
出
場
の
だ
い
せ
ん
町
ク
ラ
ブ
名
和

チ
ー
ム
（
法
橋
登
志
子
さ
ん
・
石
田
世
利

子
さ
ん
・
山
根
美
代
子
さ
ん
）
が
、
激
戦

の
末
に
優
勝
し
、
10
月
に
長
崎
県
で
開
催

さ
れ
る
全
国
大
会
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
大
会
の
ふ
れ
あ
い
大
会
に

出
場
し
た
名
和
ジ
ュ
ニ
ア
の
林
原
輝
さ
ん

（
大
山
西
小
4
年
）、
法
橋
栄
季
さ
ん
（
名

和
小
4
年
）
は
、
初
出
場
な
が
ら
大
人
の

チ
ー
ム
を
次
々
と
撃
破
し
、
第
2
位
の
好

成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。

大山町ペタンク協会
（会長：仲川　操）では
会員を募集しています。

興味のある方は
大山町教育委員会
社会教育課生涯学習室
（☎0859-54-5212）へ
お問い合わせください。

犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、

立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
力
を
！

　

第
68
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

西
伯
郡
研
究
大
会
が
、
７
月
11
日
に
大
山

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
西

伯
郡
内
の
各
町
村
か
ら
約
１
５
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、
犯
罪

や
非
行
の
防
止
と
、
罪
を
犯
し
た
人
た
ち

の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪

や
非
行
の
な
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全

国
的
な
運
動
で
す
。

　

大
会
で
は
、
学
校
法
人
中
央
高
等
学
園

専
修
学
校
校
長
・
阪
本
洋
介
さ
ん
の
講
演

や
、
西
伯
更
生
保
護
女
性
会
の
合
唱
、
大

山
小
学
校
６
年
生
に
よ
る
「
心
の
ふ
る
さ

と
大
山
に 

響
け 

龍
神
太
鼓
」
の
演
奏
な
ど

が
あ
り
、
地
域
の
皆
で
力
を
合
わ
せ
、
明

る
い
社
会
づ
く
り
に
向
け
て
理
解
を
深
め

ま
し
た
。

酷
暑
の
夏
！
鉄
人
の
夏
！

　

第
38
回
全
日
本
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
皆

生
大
会
が
、
7
月
15
日
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
ス
イ
ム
3
キ
ロ
、
バ
イ
ク
１
４
０

キ
ロ
、
ラ
ン
42
・
１
９
５
キ
ロ
の
過
酷

な
レ
ー
ス
に
個
人
の
部
９
０
０
人
、
リ

レ
ー
57
組
が
出
場
。
大
山
町
は
バ
イ
ク

コ
ー
ス
と
な
っ
て
お
り
、
ア
ッ
プ
ダ
ウ

ン
が
連
続
す
る
コ
ー
ス
で
、
選
手
た
ち

が
激
闘
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

中
山
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
に
設
置
さ
れ
た
エ
イ
ド
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
で
は
、
大
山
陸
上
に
所
属
す
る

小
学
生
や
保
護
者
、
他
に
も
多
く
の
皆

さ
ん
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
躍
。

次
々
に
や
っ
て
く
る
選
手
た
ち
に
水
を

か
け
、
飲
み
物
を
手
渡
し
て
選
手
の
激

闘
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。
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普
段
と
違
う
姿
に
ド
キ
ド
キ

「
子
ど
も
参
観
日
」を
実
施
し
ま
し
た

まちの話題

　

教
育
委
員
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
最

も
身
近
な
大
人
で
あ
る
家
族
の
働
く
姿
に

触
れ
、「
働
く
」
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
と

る
と
と
も
に
「
働
く
」
こ
と
に
つ
い
て
家

族
で
話
し
合
う
機
会
を
提
供
す
る
取
り
組

み
と
し
て
、「
子
ど
も
参
観
日
」
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

今
回
は
試
行
と
し
て
、
一
事
業
者
で
あ

る
大
山
町
役
場
で
7
月
27
日
・
8
月
17
日

の
２
回
行
い
、
９
名
の
子
ど
も
た
ち
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
通
勤
・
朝
礼
後
に
、

日
程
等
の
説
明
を
受
け
、
親
の
同
僚
、
上

司
等
と
名
刺
交
換
を
し
た
り
、
家
族
が
働

く
職
場
の
見
学
を
し
た
り
、
仕
事
体
験
も

し
ま
し
た
。

　

参
観
日
に
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
か
ら

は
「
お
母
さ
ん
は
、
毎
日
朝
早
く
家
を
出

て
た
く
さ
ん
仕
事
を
や
っ
て
い
て
す
ご
い

と
思
っ
た
」（
小
３
）、「
職
場
の
雰
囲
気
を

知
る
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
」（
小

６
）
と
い
っ
た
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
今
回
の
試
行
結
果
を
も
と
に

内
容
を
充
実
さ
せ
て
町
内
の
企
業
や
事
業

所
等
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、「
子

ど
も
参
観
日
」
の
取
り
組
み
を
広
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

海
を
き
れ
い
に
！

海
の
日
海
岸
清
掃
に
汗
！

　

７
月
16
日
（
海
の
日
）
に
平
田
・
末
吉

海
岸
で
「
海
の
日
海
岸
清
掃
」
が
、
御
崎

漁
港
周
辺
で
地
域
自
主
組
織　

楽
し
も
な

か
や
ま
主
催
の
「
海
岸
清
掃
大
作
戦
」
が

そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
田
・
末
吉
海
岸
で
は
、
約
３
０
０
人

が
参
加
し
、
可
燃
ご
み
・
不
燃
ご
み
合
計

で
１
，０
３
５
㎏
の
ゴ
ミ
を
回
収
し
ま
し

た
。
末
吉
海
岸
で
の
ゴ
ミ
の
分
別
は
、
ま

ち
づ
く
り
所
子
地
区
会
議
の
委
員
が
担
当

し
ま
し
た
。
海
岸
清
掃
も
４
年
目
と
な
り
、

分
別
作
業
も
ス
ム
ー
ズ
に
終
了
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

御
崎
漁
港
周
辺
で
は
、
約
50
人
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
集
ま
り
、
３
０
０
㎏
の
ゴ
ミ

を
回
収
し
、
清
掃
作
業
に
汗
を
流
し
ま
し

た
。

　

両
会
場
と
も
、
気
温
が
30
℃
を
超
え
る

炎
天
下
で
の
作
業
と
な
り
ま
し
た
が
、
参

加
者
か
ら
は
、「
自
分
た
ち
の
地
域
の
海
岸

は
自
分
た
ち
で
き
れ
い
に
し
た
い
」
と
い
っ

た
意
見
や
、「
こ
ん
な
ゴ
ミ
ま
で
海
岸
に
あ

る
の
か
！
」
と
い
っ
た
驚
き
の
声
も
聞
こ

え
ま
し
た
。
参
加
者
は
き
れ
い
に
な
っ
た

海
岸
を
見
渡
し
、
充
実
し
た
笑
顔
を
見
せ

て
い
ま
し
た
。

　

町
で
は
今
後
も
、
地
域
自
主
組
織
や
ま

ち
づ
く
り
地
区
会
議
と
協
力
し
て
、
海
岸

清
掃
を
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

▲「きれいになったよ」作業終了後に（御崎漁港周辺） ▲ゴミの袋がすぐいっぱいに（末吉海岸）
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知
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せ

専決処分の不承認に伴う措置について（報告）

　専決処分を行った「大山町子ども・子育て会議条例の一部を改正する条例」
及び「平成 30 年度大山町一般会計補正予算（第４号）」について、平成 30 年 7
月 30 日開催の平成 30 年第 7 回大山町議会臨時会において、不承認となりまし
たので、地方自治法第 179 条第 4 項の規定に基づき、以下のように措置を講じ
ましたので、ご報告いたします。
　なお、経過や詳細については公告や本町ホームページに掲載しております。

【改善に向けた取り組み等について】
　専決処分の行為が生じた背景には、「機構改革に伴う関係条例の整備に関する
条例の制定について」の議会提案が遅くなり、施行日までに時間的余裕がなかっ
たことが要因として挙げられます。今後は、早期に条例制定議案を議会に上程
するように努めてまいります。
　また、議会を招集する時間的余裕がなくても、今回の議会の意向を尊重し、
臨時会を開催していただくよう要請したいと思います。
　今回の提案議案の不承認について、提案者である町長としてこの結果を大変
重く受け止め、町民の皆様に心よりお詫び申し上げます。
　今後は、当該責務を踏まえ、適切に対応して参りますので、引き続き町政運
営にご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

平成 29 年度　中山間地域等直接支払制度の
実施状況を公表します

　平成29年度は、第４期対策 (平成27～31年度 )の３
年目となり、77件の集落・個別協定の取り組みに対し、次
のとおり交付しました。
　各集落協定は、協定参加者の共同の取り組みにより、耕
作放棄地の解消と発生防止、多面的機能の増進活動を行い
ました。

１　協定の概要
　平成29年度は75件の集落協定と2件の個別協定が取
り組みを行い、その協定面積は1,644ha、交付金額は1億
6,967万円になりました。

２　農業生産活動等の取り組むべき事項
ア　耕作放棄の防止等の活動（複数選択有）
	 　主な活動内容は、「農地の法面管理」85％、「賃借
権設定・農作業の委託」85％

イ　多面的機能を増進する活動（複数選択有）
	 　主な活動内容は、「周辺林地の下草刈」45％、「景
観作物の作付け」36％、「緑肥作物の作付」16％、「堆
きゅう肥の施肥」14％

３　体制整備の取り組むべき事項
ア　農用地等保全マップの活用（複数選択有）
	 　主な内容は、「農地法面、水路・農道等補修・改良」 
64％、「農作業共同化又は受委託」15％

イ　地域の実情に即した農業生産活動等の継続に向けた
活動（複数選択有）
Ａ　要件選択は3協定で、「機械・農作業の共同化」
33％、「担い手への農地集積」67％、「担い手
への作業の委託」33％

Ｂ　要件選択はなし
Ｃ　要件選択は71協定で、「集落ぐるみ型」65%、「組
織対応型」27%、「担い手型」 14％

【中山間地域等直接支払制度】
　農業生産条件の悪い平野の外縁部から山間地（中山間
地域）などにおける農業生産の維持と多面的機能の確保
を図るために、耕作者に交付金を支払う制度です。
　実施状況の公表は、本制度基本方針に基づき行うもの
です。

◆問い合わせ先　農林水産課　☎0858-58-6116
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大山町の税金はクレジットカード、
コンビニエンスストアでも納付できます
○対象税目は、軽自動車税、町県民税、固定資産税、
国民健康保険税です。
○納期限を過ぎた納税通知書は利用できません。納期
限を過ぎた場合は、役場窓口か金融機関での納付を
お願いします。

クレジットカードでの納付
　インターネットの「Yahoo! 公金支払い」で、大

山町の税金をいつでも納付できます。スマート

フォンからもどうぞ。

＊利用者にはクレジットカード会社所定のポイン

トやマイルがたまります。

【利用方法】
　手続きはとっても簡単！まずはお手元に納付書

とクレジットカードをご用意ください。次にイン

ターネットの「Yahoo! 公金支払い」トップページ

より大山町を選択します。注意事項などをよくお

読みのうえ、納付書に記載されている項目および

クレジットカード情報を入力するだけで、納付手

続きが完了します。

＊別途クレジット決済手数料がかかります。

【Q ＆ A】
Q：納付書を紛失しました。再発行の納付書でク

レジットカード納付ができますか？

A：クレジットカード納付をするためには、確認

番号などが必要になります。再発行した納付

書では確認番号が記載されないため、クレジッ

トカード納付をすることができません。役場

窓口や金融機関にて納付をお願いします。

Q：引落日はいつになりますか？

A：引落日は、クレジットカード会社の会員規約

に基づく引落日となり、カード会社により異

なります。

Q：利用できる金額の上限額は？

A：カード会社で異なりますので、カード会社に

お問い合わせください。

コンビニでの納付
　全国のコンビニエンスストアで曜日や時間を気

にすることなく 24時間いつでも町税を納付でき

ます。

【Q ＆ A】
Q：どこのコンビニエンスストアで納付できます

か？

A：セブンイレブン・ポプラ･ローソン・ファミリー

マートなど納税通知書裏面の全国の店舗で納

付できます。

Q：利用できない納税通知書とはどのようなもの

ですか？

A：次のような納税通知書は、利用することがで

きません。 

◦納期限が過ぎたもの

◦バーコードの印字がないものまたは、汚損

により読み取れないもの

◦金額を訂正したもの

◦一件が30万円を超えるもの

◆問い合わせ先　税務課
☎ 0859-54-5208
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鳥
取
県
下
水
道
協
会

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

更
新
講
習
が
あ
り
ま
す

　

鳥
取
県
下
水
道
協
会
は
、
排
水
設
備
工

事
の
設
計
、
施
工
等
の
技
能
を
も
っ
た
責

任
技
術
者
の
資
格
更
新
講
習
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。

◆
受
講
対
象
者

技
術
者
証
の
有
効
期
間
が
平
成
31
年
3

月
31
日
ま
で
の
方

◆
講
習
案
内
配
布

８
月
下
旬
ご
ろ
に
、
本
人
宛
に
案
内
・

申
込
書
を
郵
送
し
ま
す
。

※
住
所
等
が
変
更
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
、

変
更
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

混
合
粗
大
ご
み
の
受
入
れ
を
し
ま
す

　

ご
家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
混
合
粗
大
ご

み
の
処
理
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
名
和
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
持
ち
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
が
対
象
と

な
り
ま
す
の
で
、
事
業
所
ご
み
の
持
ち
込

み
は
受
け
入
れ
し
ま
せ
ん
。

○
混
合
粗
大
ご
み
と
は

	

【
燃
え
る
物
と
燃
え
な
い
物
が
一
緒
に

な
っ
て
い
て
、
自
力
で
の
分
別
が
困
難

な
粗
大
ご
み
】

例
）
電
気
毛
布
、
電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
、
ス

プ
リ
ン
グ
入
り
ソ
フ
ァ
ー
、
マ
ッ
サ
ー

ジ
チ
ェ
ア
、
オ
ル
ガ
ン
、
木
製
の
台
付

き
ミ
シ
ン
、
ゴ
ル
フ
バ
ッ
グ
、
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
な
ど

※
ね
じ
等
で
接
合
し
て
あ
り
、
容
易
に
分

解
で
き
る
も
の
は
持
ち
込
み
で
き
ま
せ

ん
。

※
係
員
が
混
合

粗
大
ご
み
で

は
な
い
と
判

断
し
た
場

合
、
受
け
入

れ
で
き
な
い

こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
予

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
当
日
、
混
合
粗
大
ご
み
以
外
は
受
け
入

れ
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

※
手
数
料
は
、
持
ち
込
み
場
所
に
お
い
て
、

現
金
で
お
支
払
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

住
民
課

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
１
０

大
山
支
所
総
合
窓
口
室

☎
０
８
５
９
‐
53
‐
３
３
１
１

中
山
支
所
総
合
窓
口
室　

☎
０
８
５
８
‐
58
‐
６
１
１
１

※
当
日
の
連
絡
先

名
和
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
３
５
２

◆日時
　9月9日（日）

　9時～12時・13時～15時

◆持ち込み場所
　名和クリーンセンター

◆手数料
　10㎏あたり205円

◆
受
付
期
間

9
月
12
日
（
水
）
～
10
月
5
日
（
金
）

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

◆
受
付
場
所

鳥
取
県
内
市
町
村
の
下
水
道
担
当
課
（
日

南
町
を
除
く
）

◆
実
施
日
・
会
場　

11
月
3
日
（
土
）

鳥
取
県
立
倉
吉
体
育
文
化
会
館

大
研
修
室

◆
受
講
手
数
料　

５
，０
０
０
円

◆
問
い
合
わ
せ
先

水
道
課

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
４

９月10日は
「下水道の日」
です
　「下水道の日」は、昭和 36 年

から普及率向上のため「全国下

水道促進デー」として始まりま

した。

　平成13年に、より親しみのあ

る名称をと、「下水道の日」に変

更されました。

　日頃から下水道の適正な維持

管理を心掛け、生活環境の保全

に努めましょう。



19 平成 30 年 9 月

お
知
ら
せ

はい！消費生活相談窓口です

架空請求詐欺にご注意！
はがき・携帯メールによる
「消費料金・動画などの」請求

心あたりのない請求！電話をかけないで、無視！！
【はがき】　商品名や金額など具体的根拠のない架空請求です。続けて2

回届いた、という相談も多く寄せられています。公的機関のような名称

を使い、「訴訟」「差押さえ」など、不安をあおり、電話をするように仕

向けて、慌てて電話をしてきた人を脅して高額料金を請求します。電話

をかけず、無視をしてください。

【携帯電話ショートメール】　有名通販サイトを装っています。「未納料金

が発生している」「本日中に連絡ください、連絡なければ法的措置に移行

する。」など、不安をあおり、電話をさせ、コンビニでギフト券などの電

子マネーを買わせて引き出されます。

ギフト券などの電子マネーで未払い料金を支払うことはありえません。

お気軽に消費生活相談窓口をご利用ください。

住民課　☎0859-54-5210（平日）　鳥取県消費生活センター　☎0859-34-2648

琴浦大山警察署　☎0858-49-8110

《はがきの例》

大山恵みの
里だより
vol.123

問い合わせ先
大山恵みの里公社
☎0859ー 54ー 6600

道
の
駅

自
慢
の
逸
品
（
そ
の
3
）

　

大
山
町
産
原
料
で
作
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

人
気
商
品
の
ご
紹
介
、
今
回
は
『
大
山
沖

サ
ザ
エ
の
混
ぜ
ご
飯
の
素
』
で
す
。

　

大
山
町
は
サ
ザ
エ
の
水
揚
げ
量
が
、
県

下
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
る
こ
と
を
ご

存
知
で
す
か
？
大
山
か
ら
流
れ
込
む
ミ
ネ

ラ
ル
た
っ
ぷ
り
の
水
が
海
藻
を
育
み
、
そ

の
海
藻
を
食
べ
て
美
味
し
い
サ
ザ
エ
が
育

ち
ま
す
。「
サ
ザ
エ
ご
飯
」
は
地
元
の
方

に
は
お
な
じ
み
の
味
で
す
が
、
県
東
部
で

は
め
ず
ら
し

い
よ
う
で

す
。

　

大
山
恵
み

の
里
の
『
サ

ザ
エ
ご
飯
の

素
』
は
、
大

山
町
の
漁
師

さ
ん
が
素

潜
り
で
獲
っ

た
新
鮮
サ
ザ

エ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
簡

単
に
サ
ザ
エ
ご
飯
が
楽
し
め
る
よ
う
、
レ

ト
ル
ト
パ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
ま
す
。
焚
き

た
て
ご
飯
に
混
ぜ
る
だ
け
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す

し
、
一
緒
に
炊
き
込
め
ば
よ
り
一
層
お
い

し
く
召
し
上
が
れ
ま
す
。

　

ご
自
宅
用
に
、
ま
た
贈
り
物
と
し
て
も

喜
ば
れ
る
逸
品
を
、
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
。

お
い
し
い
梨
は
道
の
駅
で

　

梨
の
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

道
の
駅
で
は
例
年
通
り
、「
二
十
世
紀
」

「
新
甘
泉
」「
秋
栄
」
な
ど
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
大
山
町
の
お
い
し
い
梨
を
、
ご
家
庭

用
・
進
物
用
な
ど
豊
富
に
取
り
揃
え
て
販

売
し
ま
す
。
道
の
駅
か
ら
宅
配
便
で
送
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
大
山
恵
み
の
里
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ネ
ッ
ト
通
販
も
行
っ
て
お
り

ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
道
の
駅
ス
タ
ッ
フ
募
集

○
食
堂 

パ
ー
ト
職
員

原
則
週
５
日
・
１
日
４
～
６
時
間
勤

務
。
月
間
80
～
１
０
０
時
間
程
度
（
社

会
保
険
な
し
）。
詳
細
は
、
左
記
担
当

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
定
員
充
足
次
第
〆
切
り
ま
す

◆
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

大
山
恵
み
の
里
公
社
（
金
田
・
直
通
）

☎
０
８
０
‐
２
９
０
０
‐
６
７
４
４

だまされ
ません！

	
 	
 	
 	
 	
 【はがきの例】	
 

	
 	
 消費料金に関する	
 

訴訟最終告知のお知らせ	
 

--------------------------	
 

	
 	
 ------------------	
 

※取り下げ最終期日	
 平成 30 年■月■日	
 

法務省管轄支局	
 民間訴訟通達センター	
 	
 

東京都千代田区霞が関１丁目	
 

取り下げ等のお問い合わせ窓口 03-	
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防
衛
大
学
校
学
生
・
自
衛
官
候
補
生
募
集

　

平
成
30
年
度
自
衛
官
採
用
試
験
が
行
わ

れ
ま
す
。

☆
防
衛
大
学
校
学
校
生

◆
年
齢　

平
成
31
年
４
月
１
日
現
在

	

18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
男
女

◆
受
付
期
間

	

９
月
５
日
（
水
）
～
９
月
28
日
（
金
）

◆
試
験
日

	

（
一
次
試
験
）
11
月
28
日
（
水
）

	

（
二
次
試
験
）
平
成
31
年
1
月
25
日
（
金
）

☆
自
衛
官
候
補
生

◆
年
齢　

平
成
31
年
４
月
１
日
現
在

	

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
女

◆
受
付
期
間

	

９
月
１
日
（
土
）
～
11
月
９
日
（
金
）

◆
試
験
日　

11
月
17
日
（
土
）

☆
身
分
・
待
遇

◦
特
別
職
国
家
公
務
員

◦
賞
与　

期
末
勤
勉
手
当　

年
２
回

◦
昇
給　

年
１
回

◦
勤
務
や
職
種
に
応
じ
て
各
種
手
当
が
充

実
。
各
種
保
険
、
年
金
制
度
が
充
実

＊
平
成
31
年
３
月
高
等
学
校
卒
業
予
定
者
の
試
験

は
、
９
月
16
日

以
降
に
行
わ
れ

ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
２
５
０
１

自
衛
隊
米
子
地
域
事
務
所

☎
０
８
５
９
‐
33
‐
２
４
４
０

無料法律
相談会

◆日時　9月 14日（金）

　　　　18時〜 20時

　※前日までに要予約

◆場所
	 米子コンベンションセン

ター第１会議室

◆内容　相続・遺言、不動

産・商業登記、成年後見、

借金・多重債務など身の

回りの法律相談

◆問い合わせ先
　鳥取県司法書士会

☎０８５７-２４-７０２４

な
ん
で
も
相
談
会

健
康
に
関
す
る
住
民
ア
ン
ケ
ー

ト
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

高
齢
の
方
や
障
が
い
の
あ
る
方
ご
本
人
・

ご
家
族
や
、
介
護
を
し
て
い
る
方
の
困
り

ご
と
に
つ
い
て
の
ご
相
談
を
、
弁
護
士
・

司
法
書
士
・
社
会
福
祉
士
が
無
料
で
お
受

け
し
ま
す
。
相
続
や
成
年
後
見
制
度
、
介

護
保
険
や
差
別
待
遇
の
こ
と
な
ど
な
ん
で

も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
町
内
施
設
等
で
支

援
を
行
っ
て
い
る
専
門
職
の
方
も
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

※
ご
希
望
の
方
は
事
前
に
福
祉
介
護
課
へ

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

9
月
28
日
（
金
）
13
時
～
15
時

◆
場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
わ

◆
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
介
護
課☎

０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
７

FAX０
８
５
９
‐
54
‐
５
０
８
７

西
部
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
う
え
る
か
む

☎
０
８
５
９
‐
21
‐
５
０
９
２

　

本
町
で
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
筑
波

大
学
・（
株
）
カ
ー
ブ
ス
ジ
ャ
パ
ン
と
共
同

で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
５
年
間
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
、
町
や
カ
ー
ブ
ス
大

山
町
健
康
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
が
、
町

民
の
健
康
意
識
等
に
も
た
ら
す
効
果
に
つ

い
て
検
証
す
る
も
の
で
す
。

　

対
象
は
無
作
為
に
抽
出
し
た
40
歳
以
上

の
１
，１
０
０
名
で
す
。
以
前
ア
ン
ケ
ー
ト

に
回
答
い
た
だ
い
た
方
も
対
象
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
対
象
者
に
は
９
月
下
旬

に
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

趣
旨
を
ご
理
解
の
う
え
、
ご
回
答
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

健
康
対
策
課☎

０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
６

　

５
年
ご
と
に
行
う
住
宅
・
土
地
統
計

調
査
の
結
果
は
、
居
住
環
境
の
改
善
、

耐
震
や
防
火
を
中
心
と
し
た
都
市
計
画

の
策
定
な
ど
に
幅
広
く
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

調
査
は
10
月
1
日
（
月
）
現
在
で
実

施
し
、
対
象
は
無
作
為
に
選
ば
れ
た
県

内
約
1
万
7
千
世
帯
で
す
。

※
調
査
員
が
、
９
月
下
旬
に
訪
問
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
１

平
成
30
年
住
宅
・
土
地

統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
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大山チャンネル
９月の主な放送内容

（6：00 / 9：00 / 12：00 / 15：00 / 18：00 / 21：00 / 24：00）

※初回のみ12時スタート
大山チャンネルはデジタル 113ch でご覧ください。

9 ／ 11 ～
◆「あの先生がガチンコトーク！

熱血先生会議」
　大山町の小学校と中学校で教鞭をとる“熱血先生”

がスタジオに集結。

　理想の教師像や教師を目指したきっかけ、教育信

条など、生徒や保護者が知らない先生の素顔や熱い

思いを、ざっくばらんに語り合います！

9 ／ 1 ～、9 ／ 21
◆「PICK UP だいせん」
　町のニュース、地域の話題、大山町の知られざる

姿に迫る特集企画など、独自の取材と視点で大山町

の“いま”をお伝えします。

《住民サポーター大募集》
　日本一の超住民参加型テレビを目指す大山チャン

ネルでは、ナレーター、レポーター、撮影、デザイン、

企画づくりなど、テレビのさまざまな仕事を町民の

みなさんに協力してもらいながら番組を制作してい

ます。（協力費あり）

　特技や趣味を“しごと”にしてみたい方、テレビ

の仕事に興味のある方、番組づくりを通して新たな

仲間を作りたい方、まずは、お気軽にご連絡ください。

◆連絡先
　アマゾンラテルナ鳥取大山オフィス

☎０８５８‐５８‐２３１８

月
１
回
中
山
温
泉
で
映
画
を
観
ま
せ
ん
か
？

◆
９
月
上
映
作
品

「
湯
を
沸
か
す
ほ
ど
の
熱
い
愛
」

　

銭
湯
「
幸
の
湯
」
を
営
む
幸
野
家
。
し

か
し
、
父
が
１
年
前
に
ふ
ら
っ
と
出
奔
し

銭
湯
は
休
業
状
態
。
母
・
双
葉
は
、

持
ち
前
の
明
る
さ
と
強
さ
で
、
パ
ー

ト
を
し
な
が
ら
、
娘
を
育
て
て
い
た
。

　

そ
ん
な
あ
る
日
、
突
然
、
双
葉
は

余
命
わ
ず
か
と
い
う
宣
告
を
受
け
る
。

そ
の
日
か
ら
彼
女
は
、「
絶
対
に
や
っ

て
お
く
べ
き
こ
と
」
を
決
め
、
実
行

し
て
い
く
。

9月12日は
「とっとり
県民の日」

鳥取県の誕生日です！

　鳥取県が誕生した明治14年 9月１２日にちなんで、
平成10年に「とっとり県民の日」が制定されました。
　「とっとり県民の日」を定めた条例では、この日は「県
民がふるさとについて理解と関心を深めるとともに、ふ
るさとを愛する心を育て、もって自信と誇りの持てる鳥
取県を力を合わせて築き上げることを期する日」とされ
ています。
　ぜひ、鳥取県の誕生日を覚えてください。この機会に
一人ひとりがふるさとを見つめなおしてみましょう。

　

出
演
：
宮
沢
り
え
、
杉
咲
花
、
オ
ダ
ギ

リ
ジ
ョ
ー
、
松
坂
桃
李　

ほ
か

※
バ
リ
ア
フ
リ
ー
日
本
語
字
幕
付

◆
日
時　

９
月
22
日（
土
）
10
時
／
14
時
／

　
　
　
　

18
時
半　

3
回
上
映

◆
料
金　

大
人　

８
０
０
円

　
　
　
　

中
学
生
以
下　

５
０
０
円

　
　
　
　

未
就
学
児　

無
料

◆
場
所　

中
山
温
泉
生
活
想
像
館

　
　
　
　

わ
く
わ
く
ホ
ー
ル

◆
問
い
合
わ
せ
先　

中
山
温
泉

☎
０
８
５
８
‐
49
‐
３
３
３
０

　

主
催
：
え
え
が
な
大
山
実
行
委
員
会

　

後
援
：
大
山
町
、
大
山
町
教
育
委
員
会



この広報紙は、環境に配慮した再生紙を使用しています。

公
証
週
間
休
日
法
律
相
談

◆
日
時　

10
月
6
日
（
土
）

　
　
　
　

9
時
～
16
時

◆
場
所　

米
子
公
証
役
場

　
　
　
　
（
米
子
市
加
茂
町
2
丁
目
１
１
３
）

◆
内
容　

公
正
証
書
作
成
に
か
か
る
遺
言
、

任
意
後
見
、
離
婚
（
慰
謝
料
・
養
育
費
）

な
ど

※
予
約
制
で
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

米
子
公
証
役
場

☎
０
８
５
９
‐
32
‐
３
３
９
９
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私たちのまち（８月１日現在）

◯人　口；１６, ４０８人（ー２８）

　　男　：　７, ９１８人（　ー４）

　　女　：　８, ４９０人（ー２４）

◯世帯数；５, ７０７世帯（　ー９）

今月の税・保険料

国民健康保険税（４期）

納期限10月1日（月）
※期限までに納めましょう

　

７
月
に
発
生
し
た
西
日
本
豪
雨
災
害
。

あ
ま
り
の
甚
大
な
被
害
に
心
が
痛
み
ま

す
。
近
年
、
非
常
に
激
し
い
雨
が
局
地
的

に
降
る
豪
雨
に
よ
っ
て
河
川
の
氾
濫
、
道

路
や
住
宅
の
浸
水
、
水
没
と
い
っ
た
被
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
台
風
シ
ー
ズ
ン
を

迎
え
ま
す
。
９
月
以
降
に
発
生
す
る
台
風

は
、
上
陸
し
な
く
て
も
秋
雨
前
線
を
活
発

に
し
て
大
雨
を
降
ら
せ
る
こ
と
が
あ
る
の

で
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。
万
が
一
の
危

険
を
回
避
す
る
た
め
に
も
、
ご
家
庭
の
備

え
を
も
う
一
度
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
ひ
ろ
）

編

集

後

記

なかやま温泉
だより

vol. 52

◆なかやま温泉
☎ 0858-49-3330

　

こ
ん
に
ち
は
。
な
か
や
ま
温
泉
ゆ
ー

ゆ
ー
倶
楽
部
ナ
ス
パ
ル
で
す
。

　

ま
だ
ま
だ
、
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す

が
体
調
は
い
か
が
で
す
か
。
仕
事
の
疲
れ

や
運
動
で
汗
を
か
い
た
後
に
は
、
美
肌
効

果
の
高
い
中
山
温
泉
へ
。
心
も
か
ら
だ
も

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

＊
９
月
イ
ベ
ン
ト
情
報
＊

第
６
回
中
山
温
泉
感
謝
祭
＆

第
４
回
楽
し
も
な
か
や
ま
ま
つ
り

◆
日
時　

９
月
２
日
（
日
）

　
　
　
　

10
時
～
14
時

◆
場
所　

中
山
温
泉
駐
車
場

　

日
ご
ろ
の
ご
愛
顧
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
年
も
中
山
温
泉
感
謝
祭
を

開
き
ま
す
。
今
回
は
楽
し
も
な
か
や
ま
、

や
ら
い
や
逢
坂
、
き
ば
ら
い
や
上
中
山

の
3
地
区
の
地
域
自
主
組
織
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
、
楽
し

み
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
好
評
を
博
し
た
「
米
子

ウ
ィ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
を
始
め
、

う
た
の
お
兄
さ
ん
「
で
こ
ぼ
こ
」、
大
山

町
・
米
子
市
内
中
心
の
メ
ン
バ
ー
で
の

ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
「D

ivr

ダ
ン
ス
ス
タ

イ
ル
」、
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
や
歌
謡
曲
バ
ン

ド
「
ク
レ
ー
ジ
ー
6
（
シ
ッ
ク
ス
）」
の

皆
さ
ん
の
ス
テ
ー
ジ
も
あ
り
ま
す
。

　

９
月
２
日
は
、
な
か
や
ま
温
泉
感
謝

祭
へ
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。（
小
雨
決
行
）

＊
な
お
、
当
日
は
駐
車
場
の
規
制
が
あ

り
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

◆
毎
月
26
日
は
『
お
風
呂
の
日
』
で
す
。

　

抽
選
会
で
、
ラ
ッ
キ
ー
な
方
に
は
入

浴
券
が
当
た
り
ま
す
！

【
ご
利
用
案
内
】

営
業
時
間
：
10
時
～
21
時

休
館
日
：
第
２
・
第
４
月
曜
日

入
浴
料
金
：
大
人
４
３
０
円

　
　
　
　
　

小
人
２
１
０
円


